
（様式１：企業 → 商工会議所 → 大学等） 

                                         【対面型】１ 

地元企業の魅力発見！北九州市「インターンシップ」事業 受入企業概要書・計画書 

企

業

概

要 

企 業 名 称 
株式会社七尾製菓 

QR コード 

 

代 表 者 名 
（役職・氏名） 

代表取締役・原田緑 

企業（団体）の正式な代表者（例：代表取締役、理事長等）の役職・氏名を記入してくだい。 

本社所在地 
〒800-0297 

北九州市小倉南区葛原 1 丁目 9-7 

会社ＵＲＬ https://nanaoseika.co.jp/ 

従 業 員 数 180 名 

事 業 内 容 

太鼓せんべい・フレンチパピロ・半生かりんとうドーナツなどの焼き菓子やゼリ

ーなどを製造、スーパー／ドラッグストア／ディスカウントショップを主な商流

として全国販売しています。      

          （業種：製菓業） 

書
類
送
付
先
等 

送 付 先 

（上記と異なる場合のみ） 

〒 

 

担当部署名 DX 推進 

担 当 者 名 
（役職・氏名） 

アドバイザー・濱中隆志 

電 話 番 号 093-472-8770 

メールアドレス t.hamanaka@nanaoseika.co.jp 

学

生

の

申

込

条

件

等 

対 象 学 生 
大学院 大学 短大 専門 高専 

● ●   ● 

希 望 学 部 
□ 学部不問  ■ 希望学部（情報系学部                ） 

⇒理系学部生の受入れ  ☑ 可  □ 不可 

受入れに伴う 

選 考 

□ なし    ☑  あり  

ﾏｯﾁﾝｸﾞ後に 

 

 

☑ 書類選考あり(合否あり) 

□ 企業面談あり(合否なし) 

□ 企業面接あり(合否あり) 

外国人留学生 

□ 不可    ☑ 可  

日本語ﾚﾍﾞﾙ □ 挨拶程度 ☑ 日常会話ができる □ □ 

募 集 方 法 ☑ 他媒体なし □ 他媒体あり（媒体名：               ） 

その他条件 
英語圏とスペイン語圏の学生の場合、日本語レベル問わず 

（英語／スペイン語でのコミュニケーション可） 

日本語能力レベル  
N１認定 

日本語能力レベル  
N2 認定 

https://nanaoseika.co.jp/
mailto:t.hamanaka@nanaoseika.co.jp


１【対面型】                                 

セールスポイント・ 

学生へのメッセージ 

現在、当社の DX 推進は一人で担っており、今回のインターン募集は“DXの

中核を一緒に創る仲間”を迎えるためのものです。自ら考え、現場の課題を IT

で解決する実践的な経験を積める環境で、業務理解から実装まで一連の思考プ

ロセスを体験できます。製菓業というリアルな現場で DX を推進することで、

大きく成長できる機会になっています。 

  

実 習 内 容 
 

１ 実習の条件等 

 内        容 

実 習 期 間 
2026 年 8 月 ３日（ 月 ）～ 8 月 7 日（ 金 ）（実働 ５日間） 

2026 年  月  日（  ）～  月  日（  ）（実働  日間） 

商工会議所経由の
受 入 人 数 

各日程（ １ ）名、合計（ 1 ）名 

受 

入 

場 

所 

部署名・職種 DX 推進・全社における IT 化による生産性向上の検討／実践 

所 在 地 等 
〒800-0297 

北九州市小倉南区葛原 1 丁目 9-7 

交 通 手 段 

◆最寄駅・最寄バス停からのアクセス 

JR 安部山公園駅より徒歩約 10 分 

西鉄バス葛原小学校前／上葛原より約７／約３分 

受 

入 

条 

件 

１日の実習時間     9 時 00 分 ～ 17 時 00 分（うち休憩  60 分） 

期間中の休日 ☑ なし   □ あり（                    ） 

日給・時給の支給 ☑ なし   □ あり（日給…     円 ／ 時給…    円/時） 

交通費等の支給 □ なし   ☑ あり（上限 1,000 円とした実費支給） 

 

２ 実習プログラム 

日程 内      容 テ ー マ 

初 

日 

午前：会社説明・業務説明 

午後：工場見学 

・会社理解／DX 推進のビジョン共有 

・製造ラインの観察とアナログ作業の

抽出 

２
日
目 

午前：現場責任者／担当へのヒアリング 

午後：課題特定 

・聞き取り調査／課題の深掘り 

・抽出した課題の優先順位付けと解決

策のブレスト 

３
日
目 

午前：ソリューション設計 

午後：中間レビューと指導 

・IT 活用案の具体化 

・社員からのフィードバック／プラン

の修正 

４
日
目 

午前：プロトタイプ制作 

午後：実証シミュレーション 

・簡易アプリやデータの可視化作成 

・ツールが現場で使えるか検証／調整 



（様式１：企業 → 商工会議所 → 大学等） 

                                         【対面型】１ 

最 

終 

日 

午前：成果報告プレゼン 

午後：振り返り／フィードバック 

・経営層や現場責任者への提案 

・総評／今後のキャリア相談 

※実習内容は予定です。変更の可能性もありますのでご了承ください。 


